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はじめに 

１ 実施計画の目的 

  「さいたま市教育総合ビジョン」は、さいたま市の中長期的な目指すべき教育の方向性を示し、 

教育行政を総合的・計画的に推進するため、平成２１年度から３０年度までの１０年間を計画期 

間として、平成２１年３月に策定しました。 

その中では、さいたま市が概ね１０年間を通じて目指すべき教育の姿と、平成２１年度から２

５年度までの５年間に取り組む施策や事業について示しています。（一部修正後は、平成２６年

度から３０年度までの５年間に取り組む施策や事業について示しています。） 

本実施計画は、この「さいたま市教育総合ビジョン」に示した、各ステージの目標、柱、及び

方針に沿った主な施策・事業を、計画的、効果的かつ効率的に推進することを目的として策定し

たものです。 

２ 実施計画の期間 

平成２６年度から３０年度までの５年間とします。 

３ 実施計画の進行管理の考え方 

（１）ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理 

    本実施計画では、計画（Plan）・実行・（Do）・点検・評価（Check）・改善（Action）のＰＤ

ＣＡサイクルに基づく進行管理を行います。 

これにより、平成２６年度から３０年度までの５年間に取り組む施策や事業の積極的な推進 

に努め、着実に成果を挙げながら、「さいたま市教育総合ビジョン」に掲げるさいたま市が目

指すべき教育の姿の実現を図ります。 

（２）進捗状況の公表 

    計画の推進について透明性の確保を図るため、毎年度、計画の進捗状況を把握し、公表しま

す。 

（３）次期基本計画への反映 

    取組の成果や課題を踏まえて、次期基本計画「（仮称）第２期さいたま市教育総合ビジョン」

の目標や方針、施策等を定めます。 

Do 
施策・事業の実施

Check 
施策・事業

の点検・評価

Action 
施策・事業の

見直し・改善

Plan 
施策・事業の計画

＜ＰＤＣＡサイクルのイメージ図＞
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

１

公開保育研修の充実 

 幼稚園・保育所等が積極的に保育

を公開し、園内研修会に他園の保育

者が参加できる機会を設定すること

を通して、保育者の資質の向上及び

保育の一層の充実を図ります。 

[指導１課・幼児政策課]

さいたま市幼児教育セ

ンター付属幼稚園の公

開保育研修の実施 

（指導１課） 

実施 
実施（平成 29 年度

末） 

公開保育参加者数 

（幼児政策課） 
13 人／年度 243 人以上／年度 

２

「心を潤す４つの言葉」の推進

家庭、幼稚園・保育所等、地域社

会において、コミュニケーションの基

盤である「心を潤す４つの言葉」推進

運動を展開します。（再掲事業№20）

[指導 2 課]

推進運動の実施 
幼稚園・保育所等で

実施 
実施 

３

幼稚園・保育所等巡回相談事業の

充実 

幼稚園や保育所等で明るく、楽し

く、満足して生活できるように、カンフ

ァレンスを通して保育の充実を図り、

子どもの豊かな心を育みます。 

[幼児政策課・保育課]

幼稚園の巡回相談事業

の実施 

（幼児政策課） 

実施 実施 

保育所等の巡回相談事

業の実施 

（保育課） 

実施 実施 

ステージ１ さいたま市幼児教育ビジョン 

幼稚園・保育所等の

目       標 

目標に沿った 

方   針

方針に沿った 

主 な 施 策

・幼稚園教育要領・保育所保育指針への対応

・他人を思いやる心の育成 

◆幼児の主体的な活動をとおして、心身の調和がとれた発達を促します 

◆一人ひとりの子どものよさを生かして、豊かな人間性の基礎を培います 

幼稚園・保育所等は、豊かな体験活動をとおして、

子どもに生きる力の基礎をはぐくみます
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

４

幼児教育相談事業の充実 

 保護者等の育児上の悩みや疑問

について、専門のカウンセラーが個

別に指導・援助を行います。 

[指導１課]

幼児教育相談、幼児教育

電話相談の実施 
実施 

実施（平成 29 年度

末） 

５

幼児教育研究調査事業の推進

幼児教育の推進を図るため、幼児

の生活改善や子育ての仕方など、幼

児教育に関する諸問題を様々な角

度から調査研究し、望ましい幼児教

育の在り方を探ります。また、研究調

査の成果をまとめ、幼稚園・保育所

等、小・中・高等・特別支援学校、そ

の他関係機関に配布するとともに、

概要をまとめたリーフレットを幼稚園

児・保育所等児童などを養育する市

内の全ての家庭に配布し、幼児教育

の一層の充実を図ります。 

[指導１課]

研究調査委員会の実施 実施 
実施（平成 29 年度

末） 

６

保育所等職員歯科研修の推進 

保育所等職員に対する研修を実

施し、むし歯予防教室を充実させる

など、幼稚園や保育所等の日常の

生活を通して基本的生活習慣の定

着や生活リズムの改善等の援助をし

ます。また、懇談会等を通じて保護

者への啓発を行います。 

[保育課]

・保育士対象歯科研修 

・歯科衛生士による歯科

指導 

実施 実施 

さいたま市幼児教育ビジョン 

家庭の目標 

目標に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策

・幼児期における家庭教育の充実と振興 

・望ましい生活習慣の確立

◆抱きしめたり褒めたり、愛情をもって接し、人への信頼感をはぐくみ、 

良いことと、してはいけないことを理解できるようにします

◆起床・着替え・食事・睡眠などの基本的生活習慣が身に付くようにします

家庭は、子どもが愛されていると実感できることを 

大切にします
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◆実施計画事業

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

７

保育所等地域交流活動の充実 

園庭開放、世代間交流、交流保

育等を通して、お年寄りとの交流な

ど、地域の人々と触れ合う機会を増

やし、人と関わる力を育てます。 

[保育課]

・なかよし広場の実施 

・世代間交流の実施 

・療育施設との交流保育

の実施 

実施 実施 

８

子育て支援ネットワーク事業の推

進 

本市のすべての子育て家庭が安

心して子育てができるよう、保健・福

祉・教育の関係機関・者や市民団体

等の連携を推進します。また、子育

て関係機関や団体などと情報交換、

意見交換を実施し、子育て支援に関

する施策の検討を行います。 

[幼児政策課]

子育て支援ご近所ネッ

トワーク事業の推進 
検討 実施・推進 

さいたま市幼児教育ビジョン 

地域の目標 

目標に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策

・地域の人々との交流の促進

・子育て支援体制の充実 

◆地域における社会資源を効果的に活用し、子どもの成長を支えます

◆地域全体で役割を担い、相互に連携・協力しながら、子どもの成長を

助けます 

地域は、連携して子どもの成長を支えます
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

９

（仮称）さいたま市子ども総合セ

ンターの整備 

「子育てしやすいまち 若い力の

育つまち」の実現を目指し、乳幼児

から青少年を含む幅広い年代の子

どもとその家庭等への支援を目的

に、子ども・家庭をとりまく課題に総

合的に取り組み、子ども・家庭、地域

の子育て機能を総合的に支援する、

さいたま市らしさを生かした中核施設

として、（仮称）さいたま市子ども総合

センターを整備します。 

[子ども総合センター開設準備室]

（仮称）子ども総合セン

ター 
基本設計 開設 

（平成 29 年度末）

10

子育て支援センター事業の充実 

親子同士の触れ合いの場として、

子育て中の方との出会いの場・つど

いの場を提供し、育児相談等も行う

地域子育て支援拠点事業を充実さ

せることにより、子育ての不安感、負

担感等を緩和し、子どもの健やかな

育ちを促進します。また、親子の育

ちを地域で支援するよう、関係団体

等と連携、協力しながら事業を実施

します。 

[子育て支援課・幼児政策課]

一時預かり実施施設数 

（子育て支援課） 
１か所 

３か所（２か所増）

（平成 29 年度末）

保育所併設型施設数 

（幼児政策課） 
48 施設 

52 施設（4施設増）

（平成 29 年度末）

子育て支援拠点施設が

設置されている小学校

区の割合 

（幼児政策課） 

76.7％ 80.6％ 

さいたま市幼児教育ビジョン 

行政の目標 

目標に沿った 

方   針

方針に沿った 

主 な 施 策 

・子育て支援拠点の整備 

・幼稚園・保育所等・小学校の連携・協力の推進

◆親が子育てに自信をもち、子どもが心身ともに健やかに育つよう、市民

ニーズに応じた様々なサービスを提供します 

◆子どもが本来もっている、自ら育とうとする力を伸ばせるよう、子どもの

成長に適した環境づくりを行います

・一人ひとりの子どものよさを生かして、豊かな人間性の基礎を培います

行政は、すべての子どもと家庭を支援します
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№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

11

幼児教育研修事業の充実 

幼児教育と小学校教育の連続性・

関連性について研修し、幼稚園・保

育所等・小学校の連携を図ることを 

目的に、実技研修会と公開保育・研

究協議会を開催し、より円滑な接続

に関する取組を推進します。 

[指導１課]

研修会の実施 実施 
実施（平成 29 年度

末） 

12

保育者の小学校等の参観・体験の

機会の充実 

幼稚園教諭や保育所等保育士が

小学校や特別支援学校等の教育活

動を参観したり、体験したりする機会

を設定することにより、幼稚園教諭や

保育所等保育士の資質の向上や保

育の充実を図るとともに、連携・協力

の一層の推進を図ります。 

[幼児政策課]

交流者人数 57 人／年度 210 人／年度 



10 

〈
ス
テ

ー
ジ
２
〉
 
さ
い
た

ま
市
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン



11 

◆実施計画事業                 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

13

小・中一貫教育の推進 

全ての市立小・中学校で、確かな 

学力の向上やいわゆる「中１ギャッ

プ」の緩和のため、義務教育９年間

を連続した期間としてとらえた「さい

たま市小・中一貫教育」を推進しま

す。またこの中で、小学校６年生が

進学先の中学校を訪問して交流す

る「つぼみの日」を実施します。 

[指導 1 課・指導 2課]

カリキュラムの実施 

（指導１課） 
― 

全市立小・中 160

校／年度（100％）

(平成 29 年度) 

生徒指導に係る手引き

の活用 

（指導２課） 

― 

全市立小・中 160

校／年度（100％）

(平成 29 年度) 

中学校区を中心とした

小・中学校合同研修会実

施校数 

（指導１課） 

8 校／年度 

全市立小・中 160

校／年度（100％）

(平成 29 年度) 

14

心のサポート推進事業の強化

さわやかな自己表現や信頼感に

満ちた学級づくり等を目指す「人間

関係プログラム」や相談することの大

切さ等について学ぶ「『いのちの支え

合い』を学ぶ授業」などの予防的・開

発的な教育活動の充実を図ります。

また、「いじめ防止対策推進法」の趣

旨を踏まえ、いじめの問題に係る取

組を強化するとともに、「児童生徒の

心のサポート 手引き 緊急対応」等

に基づき、児童生徒が抱える課題に

組織的に取り組みます。 

[指導 2課]

自殺予防のゲートキー

パーの養成 

※対象教員数 

・中学校教員数 1,709 人 

・小学校教員数 2,861 人 

（平成 25年度現在）

・中学校教員 463 人
（27.1％） 

・小学校教員 0 人 
（0％）

・中学校教員全員

（100％）（平成 27

年度） 

・小学校教員 2,544

人（88.9％）（平成

29 年度） 

※新採用等は別途実施

ステージ２ さいたま市学校教育ビジョン 

目標に沿った 

方   針

方針に沿った 

主 な 施 策

・豊かなかかわり合いを重視した教育の推進 

・学びの向上さいたまプランの推進 

◆「知」「徳」「体」「コミュニケーション」のバランスを大切にした教育を

実践します 

◆一人ひとりの子どものよさを生かし、確かな学力の向上を図ります

学校は、子どもに「生きる力」をはぐくむ教育を提供

します
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№ 事業・事業概要・所管課 目標指標
現状 

（平成 25 年度末）

計画目標 

（平成 30 年度末）

15

特別支援教育の推進 

一人ひとりの教育的ニーズに応じ

た指導ができるよう、教職員の特別

支援教育に係る専門性の向上を図り

ます。また、交流及び共同学習を推

進し、障害のある児童生徒と障害の

ない児童生徒の双方に豊かな人間

性や多様性を尊重する心をはぐくみ

ます。 

              [指導 2 課]

特別支援学級設置数 

（特別支援学級設置率）
61 校（38.1％） 

125 校（64 校増）

（78.1％）（平成 29

年 4月） 

特別支援教育コーディネ

ーター実践研修受講者 
― 

12 人（平成 26～29

年度累計） 

小・中学校と特別支援学

校の児童生徒の交流及

び共同学習 

希望者全員 

※平成25年度希望者125

人

希望者全員 

（平成 29 年度末）

16

基礎学力定着プログラム、さいた

ま市国語力向上プログラム 

基礎的・基本的事項の確実な定

着を図ります。また、すべての教科

等で、「話す・聞く」「書く」「読む」の

言語活動を学習過程に効果的に位

置付け、論理的に考える力や自分の

考えを自分の言葉で表現する力、互

いの考えを伝え合う力を高めます。 

               [指導 1 課] 

研究指定校 

・基礎学力向上 

・国語力向上 

・理数教育 

・基礎学力向上 4校

・国語力向上 2 校 

・理数教育 2校

・基礎学力向上16校

・国語力向上11校 

・理数教育12校 

（平成 26～29 年度

累計） 

17

スクールアシスタントの配置 

教員免許を有するスクールアシス

タントを全ての市立小・中学校に配

置し、児童生徒一人ひとりの教育的

ニーズに応じた支援や、個性や能力

に応じたきめ細かな学習支援を充実

させ、基礎学力の定着を図ります。 

 [教職員課]

スクールアシスタント

による児童生徒への学

習及び生活支援 

募集・試験・配置検

討 

支援の充実（平成

29 年度末） 
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

18

「すくすく のびのび 子どもの

生活習慣向上」キャンペーン 

 学校・家庭・地域・行政が連携

し、「早寝・早起き・朝ごはん」「ノ

ーテレビ・ノーゲームデー」など、

児童生徒の生活習慣向上を目指す

キャンペーンを実施します。 

[生涯学習振興課]

朝食を食べている割合 
小 6：89.7％ 

中 3：86.0％ 

小 6：92.0％ 

中 3：90.0％ 

（平成 29 年度末）

19

子どものための体力向上サポート

プラン

 学校・家庭・地域が連携して、子ど

もが積極的に外遊びやスポーツに親

しむ習慣や意欲を培うことにより、子

どもたちの体力向上を図ります。

 [指導 1課]

体力アップメニューの

活用校（小・中学校対象）
86 校（53.8％） 

128 校（80％） 

（平成 29 年度末）

なわとびチャレンジの

参加率（小学校対象） 
93 校（90.3％） 

98 校（95％） 

（平成 29 年度末）

20

「心を潤す４つの言葉」の推進 

 家庭、学校、地域社会において、

コミュニケーションの基盤である

「心を潤す４つの言葉」推進運動

を展開します。（再掲事業№2） 

[指導 2課]

推進週間の実施 

全ての市立小・中・

高等・特別支援学校

で実施 

充実 

さいたま市学校教育ビジョン 

家庭の目標 

目標に沿った 

方   針

方針に沿った 

主 な 施 策 

・家庭との連携を通じた子どもの学びの習慣化 

・コミュニケーション能力の育成

◆家族のふれあいや学びの機会を増やします 

◆子どもに基本的生活習慣を身に付けさせるようにします 

家庭は、家族のふれあいを大切にします
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◆実施計画事業

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

21

「未来（みら）くるワーク体験」

の推進 

 生徒に望ましい勤労観、職業観を

はぐくみ、社会人・職業人として自立

していくことができるよう、中学生職

場体験事業を推進します。 

[生涯学習振興課]

実施 実施 実施 

22

スクールサポートネットワークの

充実 

 学校・家庭・地域・行政の連携によ

る教育を一層推進するため、学校地

域連携コーディネーターを配置し、

スクールサポートネットワークの充実

を図ります。 

[生涯学習振興課]

学校支援ボランティア

数 

22,104 人／年度 

（平成 24 年度） 

24,600 人／年度 

（平成 29 年度） 

23

学校安全ネットワークの推進 

 通学区域における児童の安全・安

心を確保するため、学校警備員の配

置、「子ども安全協定」の拡充、防犯

ボランティアの方々の研修会や交流

会の充実などの取組を通じて、多く

の人の目で子どもを見守る「学校安

全ネットワーク」の推進を図ります。 

[健康教育課]

「子ども安全協定」締結

事業者数 
58 事業者 

75 事業者（平成 29

年度末） 

さいたま市学校教育ビジョン 

地域の目標 

目標に沿った 

方   針

方針に沿った 

主 な 施 策

・自立に向けた力の育成

・地域との協働による教育の展開 

◆地域の教育資源や教育力を積極的に生かし、子どもの成長を支えます

◆地域の中の連携・協力関係を深め、地域の教育力を高めていきます

地域は、協力して子どもの成長を助けます
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◆実施計画事業

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25年度末）

計画目標 

（平成 30年度末）

24

市立高等学校「特色ある学校づく

り」計画

 市立高等学校４校が、中高一貫教

育、進学重視型単位制、地域スポー

ツ振興、理数科設置、グローバル化

など、特色ある学校づくりを進めま

す。また、進学指導重点プロジェクト

の推進により、市立高等学校４校の

生徒の学力向上を図ります。 

[高校教育課]

中高一貫教育に係る計

画策定・実施 

基本方針の取りま

とめ 
実施（平成 28 年度）

授業の理解度 48.6％ 
70.0％（平成 29 年

度末） 

25

小・中学校施設改築等事業の推進

 市立小・中・高等学校の校舎・体育

館・プールの改修・改築、バリアフリ

ー化などを進めるとともに、老朽化し

た施設の大規模改修を重点的かつ

計画的に進めます。 

［学校施設課］

学校施設リフレッシュ

計画 
素案作成 

計画推進（平成 29

年度末） 

小・中学校トイレ便器の

洋式化率 
36.0％ 

55.0％（平成 29 年

度末） 

給食室の改築校数 ― 
3 校（平成 29 年度

末） 

体育館等非構造部材の

耐震化率 
10.6％ 

100%（平成 27 年度

末） 

26

教員研修の充実 

初任者研修をはじめとする年次研

修を充実させるとともに、教師として

の使命感・倫理観を深める研修や指

導力を高める研修、生命尊重やノー

マライゼーションなど現代社会のニ

ーズに応える研修の一層の充実を

図ります。        [教育研究所]

研修会の目標達成度（平

成 26 年度より理解度）

のＡ評価 

目標達成度 65% 理解度 80%以上 

さいたま市学校教育ビジョン 

行政の目標

目標に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策

・魅力ある高等学校づくり

・学校施設の整備及び教員の資質能力向上

◆学校や保護者、地域のニーズと時代の要請をとらえ、未来を見据えた教育

施策を推進します 

◆学校の教育環境を整備します

行政は、教育の質を高める教育施策を推進します
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

27

市立高等学校の国際理解教育 

 市立高等学校４校では、将来国際

社会でリーダーとして活躍する人材

の育成を目指し、毎年長期休業期

間中に希望する生徒各校５～２０名

を海外（アメリカ合衆国、ニュージー

ランド、オーストラリア、韓国等）の姉

妹校等に派遣するなどして、体験的

な国際理解教育を進めます。 

 [高校教育課]

市立高等学校全校での

派遣研修等への参加生

徒及び受入生徒等の延

べ人数 

712 人 890 人 

28

市立高等学校４校と大学等との連

携

 市立高等学校４校の生徒が、大学

や研究機関、企業などでの授業や

先端研究に触れることにより、学ぶ

意欲が喚起されるとともに、一人ひと

りの望ましい職業観や勤労観が育ま

れ、将来自分が進むべき道を見つけ

るきっかけとします。 

[高校教育課]

大学や研究機関との連

携事業への参加生徒の

延べ人数 

896 人 1,150 人 

ステージ３ さいたま市青少年教育ビジョン 

学校・企業の目標

目標に沿った 

方   針

方針に沿った 

主 な 施 策 

・グローバル人材の育成 

・キャリア教育の推進 

◆「知」「徳」「体」「コミュニケーション」のバランスを大切にした人材の

育成を図ります 

◆学校と企業が連携し、キャリア教育を推進します

学校や企業は、青少年に生きる力と働く喜びをはぐく

みます
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

29

青少年健全育成研修会 

市民がこぞって青少年の健全育

成に関心をもつとともに、学校・家

庭・地域がそれぞれの立場から、協

働して青少年の健全育成に取り組め

るようにするための研修会を開催しま

す。 

[青少年育成課]

青少年健全育成研修会

の参加人数 269 人 400 人 

30

青少年の主張大会 

青少年が日々の生活の中で思っ

ていることや感じていることを、自分

の言葉としてまとめ、発表することに

より、青少年の広い視野に立って物

事を考える力と、自分の言葉で正し

く表現し、伝え合う力を養う機会の一

つとして開催します。 

[青少年育成課]

応募人数 

参観者人数 

760 人 

346 人 

1,500 人 

 500 人 

さいたま市青少年教育ビジョン 

家庭の目標 

目標に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策 

・健全で安心・安全な地域環境づくりの推進 

・青少年の自主的活動の推進

◆家庭でのコミュニケーションの機会を増やします 

◆自立性や社会性を身に付けさせます

家庭は、青少年の成長と希望の実現を支援します
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

31

成人式の開催 

成人となった青少年の新しい門出

を市民がこぞって祝福し、成人として

の自覚を促すとともに、将来の一人

ひとりの幸せを願うため、成人式を開

催します。 

[青少年育成課]

参加率 77.95% 80% 

32

体験活動を支援する人材の育成・

活用 

青少年が、年下の子どものお兄さ

んやお姉さんとして、子どもの面倒を

見ることで人間関係を深め、社会貢

献認識や次世代を育てるこころを養

う機会となるよう、ボランティア参加プ

ログラムを推進します。 

[青少年育成課]

青少年相談員登録人数 11 人 50 人 

さいたま市青少年教育ビジョン 

地域の目標 

目標に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策 

・地域活動への参画の推進 

・青少年活動のリーダーの養成

◆社会の一員としての意識を高めます

◆地域づくりの担い手を育みます 

地域は、活動の場や機会を提供し、青少年の成長を

助けます 
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25年度末）

計画目標 

（平成 30年度末）

33

若者自立支援ルームの設置 

若者自立支援ルームにおいて、

個人の状態に合わせた支援プログ

ラムに取り組むことで、自立を目指

します。 

[青少年育成課]

さいたま市若者自立支

援ルーム年間延べ利用

者 

利用者ルームの設

置 
5,800 人／各年度 

第二支援ルーム開設 事業拡大の検討 
開設（平成 29年度

末） 

ユースアドバイザー育

成人数 

ユースアドバイザ

ー養成内容の検討 

80 人（平成 26～29

年度累計） 

34

子ども・若者支援ネットワーク

による支援の推進 

子ども・若者育成支援推進法に

基づく、子ども・若者支援ネットワー

クを構築し、効果的かつ円滑な支

援を実施します。 

[青少年育成課]

さいたま市子ども・若

者支援ネットワーク開

催回数 

26 年度に開催する

ための準備を行

う。 

年６回開催 

さいたま市青少年教育ビジョン 

行政の目標 

目標に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策 

・困難を有する子ども・若者への支援

・子ども・若者育成支援推進法に基づく支援

◆青少年の居場所づくりを推進します

◆関係機関のネットワークの構築を図ります 

行政は、青少年の自立を支援する環境づくりを推進

します 
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25年度末）

計画目標 

（平成 30年度末）

35

公民館におけるトイレ改修、段差

解消等によるバリアフリー化の推

進 

 だれもが利用しやすい学習施設

となるよう、施設のバリアフリー

化を進めます。 

 [生涯学習総合センター]

リフレッシュ計画の策

定 

策定の準備 策定（平成 27 年度）

36

①公民館施設の充実 

②図書館施設の充実 

③博物館、美術館、その他社会教

育施設などの充実 

 市民のだれもが、いつでも、ど

こでも学習できるよう、公民館や

図書館などの社会教育施設の整備

を進めるとともに、市民の様々な

ニーズに応えられるよう、きめ細

かなサービスを提供していきま

す。 

[生涯学習総合センター・中央図書

館管理課・中央図書館資料サービ

ス課・博物館・うらわ美術館] 

①施設の改修 

（生涯学習総合ｾﾝﾀｰ） 
必要に応じて改修 

リフレッシュ計画

に基づき推進 

②美園図書館の開館、リ

フレッシュ計画の策定 

（資料サービス課） 

美園図書館の開館

の準備、 

リフレッシュ計画

の策定の準備 

美園図書館の開館

（平成 27 年度）、リ

フレッシュ計画に

基づく施設改修等

の実施（平成 27 年

度～） 

③市民参加型の各種体

験講座の延べ参加者数 

（博物館） 

9,941 人/年度 

50,000 人以上（平

成 26～30 年度累

計） 

④ワークショップの実

施（うらわ美術館） 
実施 実施  

ステージ４ ニーズに応じた様々な学習機会の提供と学習成果の活用 

柱 １

柱に沿った 

方   針

方針に沿った 

主 な 施 策 

（１）快適で豊かな施設環境の整備 

（２）市民利用の利便性の向上

（１）ユニバーサルデザインによる環境づくりや、交流の場を充実させます

（２）社会教育施設を充実させます 

（３）利用者によるサービス評価を導入します

だれもが、いつでも学べる学習環境の創造 
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25年度末）

計画目標 

（平成 30年度末）

37

①さいたま市民大学の講座の充実

②学習相談の充実 

③ビジネス支援のセミナー、創業

相談会などの開催 

④生涯学習情報誌や生涯学習情報

システムによる学習情報の提供

 さいたま市民大学の講座の充実

や、ライフステージに応じた学習機

会の提供など、ニーズに応じた学習

機会の充実を図ります。また、学習

相談の実施や生涯学習情報誌の発

行、生涯学習情報システム等によ

る、学習情報の提供システムを整備

します。 

[生涯学習総合センター・中央図書

館資料サービス課・生涯学習振興

課] 

①教養コースの延べ参

加者数 

（生涯学習総合ｾﾝﾀｰ） 

608 人／年度 

※定員 90 人×8 回（720

人）

2,500 人以上(平成

26～29 年度累計) 

②相談回数 

（生涯学習総合ｾﾝﾀｰ） 
25 回 26 回 

③ビジネス相談会の実

施回数 

（生涯学習総合ｾﾝﾀｰ） 

34 回／年度 
170 回（平成 26～30

年度累計） 

④生涯学習情報システ

ムに掲載された講座・イ

ベント件数 

（生涯学習振興課） 

1,451 件／年度 1,950 件／年度 

38

①教職員を対象とした人権教育研

修の推進 

②児童生徒を対象とした人権標

語・人権作文事業の推進 

③人権教育集会所事業の充実

 教職員に対する人権教育研修や、

児童生徒に対する人権標語・人権

作文事業、また、人権教育集会所で

の事業の充実など、人権教育を推進

します。 

[人権教育推進室]

①校内人権教育研修会

講演会の開催校数 
163 校／年度 167 校／年度 

②児童生徒の人権標語

応募率 
87.5% 95.0% 

③人権教育集会所（市立

五反田会館及び市立鹿

室南集会所）の利用者数

18,996 人／年度 
80,000 人（平成 26

～29 年度累計） 

ニーズに応じた様々な学習機会の提供と学習成果の活用 

柱 ２

柱に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策 

（１）ニーズに応じた学習機会の充実 

（２）人権教育に関する施策の推進 

（１）多様な学習機会を提供します 

市民一人ひとりへの学習支援サービスの充実

（３）人権教育を推進します 

（２）現代的課題へ対応します 

（４）文化財の活用・伝統文化を継承します 
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

39

①博物館における体験学習ボラン

ティアの推進 

②図書館における、絵本の読み聞

かせやおはなしボランティア養

成講座の実施 

③さいたま市民大学におけるボラ

ンティア養成などの人材養成コ

ースの開催

 生涯学習施設でのボランティアの

養成や、子育てなど様々な分野での

人材育成・ボランティア養成事業を

推進し、学習成果を活かせる場の提

供や人材育成の仕組みを整備しま

す。 

[博物館・中央図書館資料サービス

課・生涯学習総合センター] 

①体験学習対応のボラ

ンティアの延べ活動人

数 

（博物館） 

市立博物館 56 人

民 家 園  488 人

合計 544 人／年度 

2,720 人以上（平成

26～30 年度累計）

②ボランティア養成講

座参加者数 

（資料サービス課） 

525 人／年度 
2,625 人以上（平成

26～30 年度累計）

③地域活動（人材養成）

コースの実施 

（生涯学習総合ｾﾝﾀｰ） 

実施 実施 

40

①さいたま市民大学における市民

企画コースの実施 

②図書館ボランティアによる各種

行事や業務への連携、支援

 さいたま市民大学において市民企

画による講座を実施するほか、ボラ

ンティアによる行事等への連携や支

援を進めるなど、市民との協働による

事業を推進します。 

[生涯学習総合センター・中央図書

館資料サービス課] 

①市民企画コース講座

企画案公募の実施 

（生涯学習総合ｾﾝﾀｰ） 

実施 実施 

②ボランティアとの協

働事業延べ実施回数 

（資料サービス課） 

706 回／年度 720 回以上／年度 

ニーズに応じた様々な学習機会の提供と学習成果の活用 

柱 ３

柱に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策 

（１）人材育成・ボランティア養成事業の推進 

（２）市民との協働による事業の推進

（１）学習成果や人材活用の仕組みを整備します 

学習成果や人材の活用促進 

（３）地域社会の中での相互学習を促進します 

（２）団体学習活動及び自主的な活動を支援します 

（４）学習活動を支援する専門的職員を充実させます 
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

41

①親の学習事業の充実 

②子育てサロン事業の充実 

③子育て講座事業の充実

 家庭の教育力を向上させる事業と

して、親の学習事業の実施や、子育

てサロン・サポーターの養成など、家

庭教育のための人材育成や交流の

場の提供を進めます。 

[生涯学習総合センター]

①親の学習事業への男

性参加者の割合 
5.2% 

15%（平成 29年度

末） 

②子育てサロン事業の

参加延べ人数 
17,973 人 18,000 人 

③子育て講座事業の参

加延べ人数 
12,613 人 15,000 人 

42

①コミュニティづくり支援事業の

推進 

②公民館文化祭の実施

 コミュニティづくり支援事業や公民

館文化祭など、地域における交流を

充実させ、地域の教育力向上を図り

ます。 

[生涯学習総合センター]

①事業数と回数 41 講座 115 回 45 講座 105 回 

②公民館全館で実施 56 館で実施 公民館全館で実施 

ニーズに応じた様々な学習機会の提供と学習成果の活用 

柱 ４

柱に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策 

（１）家庭教育の支援及び交流の場の提供

（２）地域社会の担い手づくりのための学習機会の提供 

（１）家庭の教育力を向上させます

家庭・地域の教育力の向上

（３）学校・家庭・地域が連携するための仕組みをつくります

（２）地域の教育力を向上させます
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◆実施計画事業 

№ 事業・事業概要・所管課 目標指標 
現状 

（平成 25 年度末） 

計画目標 

（平成 30 年度末） 

43

総合型地域スポーツクラブの支援

学校・地域連携、健康の保持増

進、体力向上、子育て支援など地域

の課題解決も視野に入れた、新しい

公共を担う総合型地域スポーツクラ

ブの活動や、新たな立ち上げに向け

た支援を行うことにより、本市の生涯

スポーツの振興を進めます。 

[スポーツ振興課]

総合型地域スポーツク

ラブ会員数 
4,239 人 

4,451 人（5％増）

（平成 29 年度末）

44

スポーツもできる多目的広場の整

備 

遊休地などを活用した、スポーツ

をはじめとした様々な活動ができる

多目的広場の整備を推進します。 

[スポーツ振興課]

スポーツもできる多目

的広場の整備箇所数 
13 か所 

17 か所（4 か所増）

（平成 29 年度末）

ニーズに応じた様々な学習機会の提供と学習成果の活用 

柱 ５

柱に沿った 

方 針

方針に沿った 

主 な 施 策 

（１）地域コミュニティの形成・醸成 

（２）スポーツ施設の整備・運営の充実 

（１）生涯スポーツの振興を図ります 

（２）スポーツ・レクリエーション環境を充実させます 

スポーツの振興 
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さいたま市教育総合ビジョン 掲載事業一覧 

ステージ１ さいたま市幼児教育ビジョン ステージ３ さいたま市青少年教育ビジョン 

1 公開保育研修の充実 27 市立高等学校の国際理解教育 

2 「心を潤す４つの言葉」の推進 28 市立高等学校４校と大学等との連携 

3 幼稚園・保育所等巡回相談事業の充実 29 青少年健全育成研修会 

4 幼児教育相談事業の充実 30 青少年の主張大会 

5 幼児教育研究調査事業の推進 31 成人式の開催 

6 保育所等職員歯科研修の推進 32 体験活動を支援する人材の育成・活用 

7 保育所等地域交流活動の充実 33 若者自立支援ルームの設置 

8 子育て支援ネットワーク事業の推進 34 子ども・若者支援ネットワークによる支援の推進 

9 （仮称）さいたま市子ども総合センターの整備 ステージ４ ニーズに応じた様々な学習機会の提供と学習成果の活用 

10 子育て支援センター事業の充実 

35 公民館におけるトイレ改修、段差解消等によるバリアフリー化の推進 

11 幼児教育研修事業の充実 

12 保育者の小学校等の参観・体験の機会の充実 36 

①公民館施設の充実 

②図書館施設の充実 

③博物館、美術館、その他社会教育施設などの充実 

ステージ２ さいたま市学校教育ビジョン

37 

①さいたま市民大学の講座の充実 

②学習相談の充実 

③ビジネス支援のセミナー、創業相談会などの開催 

④生涯学習情報誌や生涯学習情報システムによる学習情報の提供 

13 小・中一貫教育の推進 

14 心のサポート推進事業の強化 

38 

①教職員を対象とした人権教育研修の推進 

②児童生徒を対象とした人権標語・人権作文事業の推進 

③人権教育集会所事業の充実 15 特別支援教育の推進 

16 基礎学力定着プログラム、さいたま市国語力向上プログラム 

39 

①博物館における体験学習ボランティアの推進 

②図書館における、絵本の読み聞かせやおはなしボランティア養成講座の実施

③さいたま市民大学におけるボランティア養成などの人材養成コースの開催 17 スクールアシスタントの配置 

18 「すくすく のびのび 子どもの生活習慣向上」キャンペーン

40 
①さいたま市民大学における市民企画コースの実施 

②図書館ボランティアによる各種行事や業務への連携、支援 
19 子どものための体力向上サポートプラン 

20 「心を潤す４つの言葉」の推進 

41 

①親の学習事業の充実 

②子育てサロン事業の充実 

③子育て講座事業の充実 21 「未来（みら）くるワーク体験」の推進 

22 スクールサポートネットワークの充実 

42 
①コミュニティづくり支援事業の推進 

②公民館文化祭の実施 23 学校安全ネットワークの推進 

24 市立高等学校「特色ある学校づくり」計画 43 総合型地域スポーツクラブの支援 

25 小・中学校施設改築等事業の推進 44 スポーツもできる多目的広場の整備 

26 教員研修の充実 
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さいたま市教育総合ビジョン 

実施計画

平成 26 年 12 月 
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